
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

介

護

機

関

の

指

障

害

福

祉

課

定

○

〃

〃

○

〃

〃

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

介

護

機

関

の

事

〃

業

所

の

所

在

地

の

変

更

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

介

護

機

関

の

事

〃

業

の

廃

止

【

公

告

】

○

特

定

非

営

利

活

動

法

人

の

設

立

認

証

の

申

請

県

民

生

活

交

通

課

○

〃

〃

○

公

共

測

量

の

終

了

監

理

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

○

〃

〃

○

〃

〃

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

不

在

者

投

票

を

行

う

こ

と

が

で

き

る

施

設

の

指

選

挙

管

理

委

員

会

定

の

一

部

改

正

（

県

例

規

集

登

載

）

岡

山

県

公

報

平成２６年５月１３日 第１１５８３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
八
十
八
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人

等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十

号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

）
の
規
定
に
よ
り
、
介
護
扶
助
又
は

。

介
護
支
援
給
付
の
た
め
の
居
宅
介
護
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
二
十
六
年
五
月
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

平成２６年５月１３日　岡山県公報　第１１５８３号



平成２６年５月１３日　岡山県公報　第１１５８３号



平成２６年５月１３日　岡山県公報　第１１５８３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
八
十
九
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人

等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十

号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

）
の
規
定
に
よ
り
、
介
護
扶
助
又
は

。

介
護
支
援
給
付
の
た
め
の
居
宅
介
護
支
援
計
画
の
作
成
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し

た
。

平
成
二
十
六
年
五
月
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

平成２６年５月１３日　岡山県公報　第１１５８３号



平成２６年５月１３日　岡山県公報　第１１５８３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
九
十
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人

等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十

号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

）
の
規
定
に
よ
り
、
介
護
扶
助
又
は

。

介
護
支
援
給
付
の
た
め
の
介
護
予
防
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
二
十
六
年
五
月
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

平成２６年５月１３日　岡山県公報　第１１５８３号



平成２６年５月１３日　岡山県公報　第１１５８３号



平成２６年５月１３日　岡山県公報　第１１５８３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
九
十
一
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
五
十
条
の
二
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援

に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含

む

）
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
介
護
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
所
の
所
在
地
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ

。
た
。

平
成
二
十
六
年
五
月
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

平成２６年５月１３日　岡山県公報　第１１５８３号



平成２６年５月１３日　岡山県公報　第１１５８３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
九
十
二
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
五
十
条
の
二
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援

に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含

む

）
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
介
護
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
の
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
。

。
平
成
二
十
六
年
五
月
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

平成２６年５月１３日　岡山県公報　第１１５８３号



平成２６年５月１３日　岡山県公報　第１１５８３号



〔
二
二
三
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
五
月
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
六
年
四
月
三
十
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
未
来
へ

三

代
表
者
の
氏
名

藤
本

優

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

津
山
市
加
茂
町
知
和
四
六
七

五

－

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
児
童
養
護
施
設
の
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
生
活
向
上
並
び
に
社
会
的
自
立
支
援

に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
生
き
が
い
と
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

平成２６年５月１３日　岡山県公報　第１１５８３号



〔
二
二
四
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
五
月
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
六
年
五
月
一
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
備
中
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

三

代
表
者
の
氏
名

大
熊

龍
彦

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

倉
敷
市
玉
島
一
四
三
八
番
地

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
歴
史
と
文
化
に
よ
り
培
わ
れ
て
き
た
倉
敷
及
び
そ
の
周
辺
地
区
に
対
し
て
、
豊
か

で
夢
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
地
域
社
会
の
持
続
的
発
展
と
公
益
の
増
進
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

平成２６年５月１３日　岡山県公報　第１１５８３号



〔
二
二
五
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
総
社
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通
知
が

あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
五
月
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

測

量

区

域

測

量

の

種

類

終

了

年

月

日

総
社
市
三
輪
及
び
真

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
）

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

壁
地
内

平成２６年５月１３日　岡山県公報　第１１５８３号



〔
二
二
六
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
六
年
五
月
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

浅
口
市
金
光
町
占
見
一
三
三
七

一

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

浅
口
市
金
光
町
占
見
新
田
七
六
六

二
レ
イ
ク
ス
ワ
ン
二
〇
二
号
室

－

加
藤

雄
大

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
四
四
七
号

平成２６年５月１３日　岡山県公報　第１１５８３号



〔
二
二
七
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
六
年
五
月
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
北
溝
手
字
荒
神
後
四
〇
八

二
九
、
四
〇
八

三
〇

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
総
社
二
五
四
四

藤
江

基
樹

藤
江

智
子

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
四
五
八
号

平成２６年５月１３日　岡山県公報　第１１５８３号



〔
二
二
八
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
六
年
五
月
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
井
手
字
西
延
四
九
九

六

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
福
井
二
〇
六
二

荒
井

康
豊

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
四
〇
七
号

平成２６年５月１３日　岡山県公報　第１１５８３号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
二
十
五
号

平
成
二
年
岡
山
県
選
管
告
示
第
八
十
一
号
（
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
指
定
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
五
月
十
三
日

岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

岡

本

研

吾

表
老
人
ホ
ー
ム
の
項
中
「
上
市
瀬
三
八
四

二
」
を
「
上
市
瀬
一
〇
五
○

三
九
」
に
改
め
る
。

－
－

平成２６年５月１３日　岡山県公報　第１１５８３号


